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序

岐阜県可児郡可児町川合地内には，以前から古墳・住居址などが散在する埋蔵文化財包蔵地

として知られていた。

一般県道七宗・可児線がこの地域を縦断して建設されることになり，県教育委員会文化課と

協議を重ねた竃果，建設区域を対象に記録保存のための発掘調査を実施することになった。

今回の発掘調査には，日本考古学協会員大江命氏を主任調査員とし，岐阜県考古学会員中島

勝国民・大江上氏を調査員としてお願いした。調査が学術的な成果をあげて完了出来たこと

は，猛暑の中を努力された調査員をはじめ，直接作業に携われた地元の方々や，町文化財審議

要員，その他の関係機関の各位，財的援助を煩わした県土木部（加茂土木事務所）のご協力の

賜物と心から謝意を表するとともに，ここに貴重な資料をまとめて報告書として刊行すること

が，今後の研究資料となれば幸いである。

本報告書の作成にあたって，主任調査員大江命氏をはじめ，中島勝国，大江上，稲垣雄之助

諸氏に労をわずらわしたことを付記して感謝の意を表します。

昭和53年3月

可児町長　林　　　　　桂
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例　　　口

○岐阜県可児郡可児町川合地区，埋蔵文化財川合遺跡地内に，一般県道七宗・可児線が建設さ

れることになったため，岐阜県教育委員会の委託を受けて昭和48年5月より昭和49年3月ま

での期間にわたって調査を行なった報告書である。

○発掘調査団の構成は下記の通りである。

団　　　　　長　　　　　　　　　　　林　　　　　桂

県　文　化　課　　　　　　　　　　　波多野寿勝

主任調査員　　日本考古学協会員　　大　江　　命

調　査　員　　岐阜県考古学会員　　中　島　勝　田

調査補助員

教　育　委　員

文化財審議委員

事　務　局　長

ポ　務　担　当

人　出二　　　上

可　児　鋼　平　　可　児　貞　子

大　系　寿　子

佐　藤　鍋　平　　丹　羽　利　男

堀　井　丑　男　　奥　村　一　美

可　児　恒　三　　渡　辺　　　豊

金　子　数　碓　　奥　村　智　咲

金　子　一　郎　　森　川　益　三

日」比野義博　　稲垣雄之助

岡　部　基　則　　上　野　晃　司

奥　谷　一　勝　　緑　木　　　正

只　腰　左　門

堀　　　純　宝　　小　沢　末　広

安　藤　等　作　　吉田利世子

田　口　　　茂

○文中のタはブリットを表わす。

○土師式土器と須恵器の遣物分類表中の備考欄の住第1～8は，住居址番号を表わす。

〇本卦こ記載した空中写真は，建設省国土地理院長の承認を得て2万分の1空巾写真を複製し

たものである。

（承認番号）「昭和51部複第212号」
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ま　　え　　が　　き

一般県道七宗可児線の建設路線の中に遣物包含層が含まれていることが県教育委員会と可児

町教育委員会により確認され，その路線内を発掘調査することになり，別記の調査団によって

昭和48年5月16日より8月7日まで調査を実施したのである。この川合地内の木曽川沿い地域

を調査期間中に踏査して見ると全域に亘って遣物の縄文式土器，弥生式土絡，須恵器，山茶碗

など遣物が表面に散在している。大正時代にこれ等の地域が開墾され，多くの塚が煙滅してい

たことが地元の人々の話しによって知られる，これ等を綜合して考えると当時この地帯が，文

化の中心的性格を有していたことが知られる。

また地理学的に見ても木曽川と飛騨川の合流点の左岸であって，美濃加茂可児盆地の重要な

地点である事は当然であろう。それに対岸の地点において昭和47年度同じ県道七宗可児線建設

地内に当る対岸の牧野小山遺跡の調査が行なわれ，その成果が発表されている点などと合わせ

て考えても，対岸の文化との関連においても重要な地点である。更に江戸時代に至っては，木

曽川を利用し船によって可児・多治見などの焼物を各地に送る交易路の基点としても歴史的な

役割りを有する地点であって，今回の調査によって江戸後期の陶磁器頬の荷くずれ器の拾場が

確認されたのである。東山道，中仙道等の通沿いでもある。

更に昭和14年には関西電力の今渡ダムが建設されている。縄文時代より今日に至るまでかか

る歴史的景観の中にある重要な地域である。ここで我々は得にダム以前の過去，自然景観の中

にぽっ入して色々調査考察を進めねばならぬことは言うまでもない。この発据調査及び報告書

の作成に当っては，可児町教育委員会の諸氏を始め紅村弘，吉田英敏，松田典夫，野村宗作そ

の他多くの諸氏の協力，御教示を得たことを記して御礼申し上げます。

調査は対象地域内に4mX4mブリットを設定し，基本として千鳥状調査を進め，遺構の検

出された地点を拡張して遺構の追求を行なったのである。その結果8基の住居址及び溝状遺

構，江戸末期より明治初年の陶商の荷くずれ品の拾場などが検出されたのである。

（大江　傘）
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遺跡の地形　と　概要

川合遺跡は，岐阜県可児郡可児町大字川合字東畑に所在する。

可児町は，岐阜市の東方約30kmのところに位置し，東は同郡御嵩町，南は多治見・土岐の両

市に，北は木曽川をはさんで美濃加茂市と，西は愛知県犬山市と接している。
可児町川合は，実演加茂盆地のはば「P央にあって，木曽川と飛膵川との合流点の左岸にあ
る。美濃加茂盆地は，巾央を木曽川が西流し，それに上述の飛騨川をはじめ，可児川・加茂川

などの中小河川が合流している。木曽川をはじめとしてそれらの河川の開折によって数段の河

岸段丘が発達している。この河岸段丘は，木曽川左岸の可児郡においては，標高120m程の高
位段丘，標高100m程の巾位段丘，標高80m内外の低位段丘の三段に大別される。

川合地区は，低位段丘の高位よりの第2面にあって，標高は，85m内外である。木曽川との

比高は約20mで，段丘崖となっている。遺跡の近くの青木神社夏より少し下ったところの段丘

崖に，年中滴れることのない相当量の湧水がある。

今回の発泡地点は，広く平坦なる面で，表土はいわゆる御岳泥流の堆積物が腐食土化した通
称「黒ぽこ」と呼ばれている黒土層である。

段丘崖から10mほどの地点では，大体，35cm～60cmの黒土層の下に砂礫層となっているが，

段丘崖より50mほどはなれた地点では，35cm～45cmの黒土層，50cmはどのシルト質砂層それに
注2

つづいて砂礫層となっている。

発掘地点の土地利用は，畑地として，調査直前では，野菜・畢芋・杉・桧等の栽培がおこな
われていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（巾島勝国）

挿図1　遺跡付近の地形図

J x川合遺跡

注1　億位段丘は5段に細分化される。　　　注2．建築にともなうポーリング調査結果より。

参考文献　閑適明「美濃加茂盆地の段丘，とくに中位段丘とその堆積物」－名古屋地学第25弓

岐阜県・愛知県「飛騨・木曽川自然公園調査書」－1960－
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発掘調査に至る経過

以前から古墳や遣物包含地などの遺跡が多数存在することで，岐阜県可児郡可児町川合地区

は周知されていた。

この川合地区に，一般県道七宗，可児緑の建設が計画された。計画路線に係る岐阜県可児郡

可児町川合字東畑付近は，遣物包含地として川合遺跡が所在するとこであった。そこで，この

遺跡の保護について関係者の間で協議を重ねた結果，建設対象区城の記録保存を図るために事

前に発掘調査を行なうことになった。

昭和48年3月に県文化課と協議したところ，調査は昭和48年5月より行なうことになった。

日本考古学協会員大江命氏を主任調査員，岐阜県考古学会員中島勝因氏・大江上氏を調査員と

する諷査団を構成して実施することになり，その結果は次のとおりである。

川合遺跡発掘日誌抄

5月3日　川合遺跡の発掘調査予定地を下見し，道路予定地付近の畑の表採を行なう。12日

現場の全景写真を振る。13日　調査地点を設定，杭打ち及び除草作業を行なう。発掘調査以前

の追跡の全景写真を撮る。15日　県道工事事務所より打合わせに現場に釆られる。調査地点の

平面図を作る。16日時　本日より発掘調査を実施するに当って大江主任調査員によって起工式

を行なう。A2．39，C39の表土除去を行なう。17日　A4．6．89，C3．55の表土はねをす

る。小破片の土器が少壷出土する。18日～19日　除草の残りの分を掘る。表土層の除去を行な

う。A12g付近より陶磁器片が出土する。21日　A12gを小心とした地点に陶磁器が多塁に出

土する。これは江戸末期より明治初年に亘ってこの川合の地に陶器の問屋が存在していて，集

荷時の荷くずれ品が捨てられた場所であったことを示す。A6gからは土師器の口縁輩が出土

した。24日　Cll．12gより出土の土師器の実測図をとる。6月3日　第2発掘現場を設定し

て杭打ち作業をする。4日　C5g表採より石鉄が出土した。5日　教育要員発掘現場を視察

する。7日　C2gから土錘が出土する。9日　C2gより土錘・山茶碗が出土する。AlOg

からは石斧，石錘が出土する。14日　B3gより砥石出土。16日　C3gより土師器の完型晶

が出土する。7月10日　県文化課より発掘現場の視察に来町。22日　川合追跡の現場における

発掘作業を終了し，引き続いて住居址の平面図，断面図をとる作業を行ない。8月7日までに

測量作業を終了する　23日　整理作業を開始する。出土品の水洗い，遺物番号の記入，計測，

復元の作業を10月8日まで行なう。その後引き続いて3月まで土器の復元，計測，実測図作

成，トレス，遺物の写真投影，原稿作成などの作業を行なった。　　　　　　（可児鋼平）
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層序　と　出土状態

層　　　　　序

遺跡は大正時代以降に開墾作業が行なわれた地点で，ほぼ平坦に近い状態であり，発掘調査

前における第1地点のAlgの地点は85．96mである。第2地点はA2g85．70mであり，第

1，第2地点ではほとんど比嵩差がない。

さて層序は表土層（褐色土）の下に黒褐色土層があり，その下部が黄色シルト砂層で，その

下に群層が存在するが，遺構はこの第3層の黄色シルト砂層を基盤として構築されているので

ある。かなり色々な時期の散乱があり，層序は一定しない黄色シルト層の泥った舵乱層もあ

る。

ClO，Cll，C12gの両側の土層図に見られるように，第5住居址の場合，哉色シルト砂層

の上に黄褐色土層があり，その上に黒褐色鳳　表土層となっている。遺構のある場合，第1住

居址の層も第5住居址と同様な層序が見られる。その他の場合も多少の差があるが，同様な層

序が見られる。第6住居址の陶磁器片の出土した地点は，黄色シルト質で鋸込まれ，遺構の一

部をこわして遣物が捨てられている。第2地点でも第6号住居址の場合は，A6，B6の構内

に見られる層位は，黄色シルト質砂質の上に黄褐色の薄い層があり，その上に黒褐色層，表土

層の順で堆積している。

出　土　状　態

出土状態は第1～第4号，第6～第8号住居址では，実測に耐え得る土師器及び須恵器が住

居址の藍土，特に床面上の黄褐色土層中に検出されたのである。また住居址と関連する建物

小，第347・8号住居址の土師器は床面及び5cm～10cm上の土層中より出土しているが，これ

等の土器は復元により接合するので，その住居址に関連するものとして考えられる。また須恵

器は第1住居址中より出土したものは，比較的完形に近く，床面及び覆土中より出土したもの

である。また覆土小より出土した土錐は，その出土地点が第2，第8住居址の地点である。ま

た尖底土器と思われるものが第1～第3弓住居址の覆土中心に限定されている点も，出土状態

のありかたとして注目される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大江　命）
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挿図2　第1地点遺構関連図及び土層図
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挿図3　第2地点遺構関連図及び土層国

l－　tl l

D2D8は近年の野菜貯蔵址

D4は撹乱層（年代不明）

層序の基盤は黄色シルト質



遺　　　構

住　　居　　址

第1地点，第2地点において，土師式土汎須恵器，砥石などを伴なう8基の住居址が検出

された。その外に溝状遺構が2カ所，ピットが1カ所検出されたのである。

第1号住居址（挿図4，図版2）

第1地点A2，B2，B3円に検出され，東西に長軸を置く約520cmx340cmの隅円長方形の

挿図4　第1号住居址実測図

111－－
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竪穴であり，地山面を約20cm～35e血掘り下げて床面が作られている。壁に沿って周溝が検出さ

れた。家屋内に柱穴6本があり，内でも北壁寄りに補助柱あるいは建替時における柱の位置の

移動と推察される。南東の隅に壁に張出した柱穴が見られる。また住居外に多くのピットが検

出された。特に南・西の屋外に多くのビットが検出された。また北壁の中心部より，やや西の

部分に焼土がかすかに認められた。その付近床面にも焼土のカタマリが見られ，更に須恵器片

及び土師器片が検出されたのである。挿図9の12，3．4．5．の須恵静，同図6～9の土師器及び

細形角状脚台に類似するもの及び砥石が出土している。これ等の遣物よりして，多少遣物中に

先後関係が考えられるが7付紀後薫の時期と推察出来る。

第2号住居址（挿髄15，図版2）

第1地点A4．5内に検出され，南北に長軸を贋く約560cmX500cmの隅円長方形の竪穴であ

り，地山を約30cm減り込んでいる。西北の隅の一部で3号住居址を切っている。両壁の一部に

内外に亘って据込みが見られる。この部分は後l址の散乱が見られる。この部分と重複した部分

の一部を除き，壁面に沿って周港が検出された。柱穴は6本あり，また壁面上部に7cm～15cm

の小穴が見られる。北壁にそった部分に長径45e血の焼けた川原石及び焼土が見られ，その上部

及びその付近の床面の上に土師器片が見られた。この部分がカマドと推察される。土器片は登

の胴部破片である。土錘及びその中に細形角状脚台の類似遺物なども含まれている。この住居

址も第1号住居址と同時と考えられる。

第3号住居址（挿図5，図版2）

第1地点A6の地点に検出されたが，西側は区域外で末堀である。竪穴住居は南北に約440

cm。東西は250cmまで知られるが，西にどれだけ延びて壁が存在するかは不明である。南東の

一部を除いて検出された壁にそって周港が見られた。壁面⊥部に小穴が見られた。床面上より

土師器の復元による完形土器が出土したのである。住居址出土の完形土器（挿図10）の器形及

び底部の平底で凹が残っている点などより第1号住居址より，やや先行する時期と考えられ

る。

－11－



0　　　　　　　　2　　　　　　　　4m

第4号住居址（挿図6，図版3）

第1地点Bll．12，Cll．12円に検出された。南北に約580粗，東西に約600cmのほぼ隅丸正方

形のプランを示すものである。東，南，北の壁は黄色シルト質砂層を約20cm程振込んでいる。

－12－



西壁の一部は第5号住居址によって切られている。北壁の一部を除いて周溝が知られる。北壁

のほぼ中央部の部分にカマドの位置が推察される焼土の残存が少量認められたのと，その付近

の床面が焼けている。土師器の碧が，二個体分がカマド附近の床面上および約10cm程上部覆土

叫より出土した。

柱穴は主柱が4コ検出された外に東壁沿いに3カ所と床面の中心よりやや西に1カ所小ピッ

トが検出されたのである。遺物よりして，器形が胴長化するがまた胴部の張が完全に退化しな

い難形を示す（挿図10の3）また同図4の髄など，その他の遣物を綜合して第1号住居址の後

に続く7押紙末～8世紀初頭時期に当ると考えられる。

第5号住居址（挿図6　図版3）

All，Bllのタを小心にして検出された。東壁は第4号住居址を切りわずかに壁の立上りが

知られる。東壁の一部より南壁および西壁及び北壁の一部が黄色シルト質砂層を約30cm掘り込

んだ。東西約540cm南北は推定約450cmの隅丸万形の住居址である。

東壁の南部より南壁・酉壁・北壁の一部に亘って周滴を有し，柱穴は主柱4本と南壁沿いの

周溝の所に補助柱と考えられるものが検出された。またカマドの跡は明瞭でないが，西壁のほ

ぼ中央部の壁の立上った所に小石が約30個ほど検出され，その小石が焼けたり，黒く炭素が付

着している状態で検出されたが，カマド跡と推定するほどの積極的な資料とは考えられない。

時期を決定する資料は無いが切合の関係より，第4号住居址以後である。また北壁の部分に近

日と陶器の捨場の穴が掘られている。

挿図6　第45住居址実測図
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挿図7　第6．7位居士止実測図
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第6号住居址（挿図7，図版3）

第2地点の6Agを中心とした地点に検出されたが，遺構の保存状襟があまり良好でなく，

また澤状の遺構によってプランの全体を知ることが出来ない。南壁・西壁・北壁が検出され，

更に酉壁ではそれに沿って段を有する振り込みが検出されたが，住居の建香かたによるのか，

縁を有する住居址か不明である。周潜は両壁沿に見られる。柱穴は6カ所検出された。主柱は

Pl，P2，P8である。挿図11の1の土師器と住居址の西南の壁に検出された砥石（挿図14の1）

のみであるが7～8世紀の時期と考えられる。

第7号住居址（挿図7，図版3）

第2地点A7，A8のタに検出されたが，溝などが縦横に多くのピットが見られ，木曽川に

近いせいか台地よりの流土がはげしく，そのためか遺存状態が悪く南壁と西壁が検出されたの

みである。この住居址の柱穴と思われる3カ所見られる。遺物は挿図11の2・3の土師器のみ

であるのと遺存状態よりして時期は7～8世紀のいずれか決めがたい。

3m

挿図8　第8住居址土層函及び住居址実測図

－15－



第8号住居址（挿図8）

第2地点の2Cの地点に住居址の壁面と思われる振り込みが見られたが，プランは明瞭でな

く，西壁の部分がないが東部のセクション断面には住居址の掘り込みの断面が見察される。こ

の振り込み巾よりは整破片が多く出土している。

また北壁の部分に大きなピットが見られる。その掘り込みの時にカマドがこわされ，赤色焼

土が断面に混在していた。遣物は多く出土しているがその中で挿図11の5・6など胴長化され

る時期であり，挿図11の又5の様に底部も丸底に変って来ている。8世紀の時期と推定され

る。

溝　状　遺　構

第1地点は第1住居址の執こ幅約120cm深さ35～50cmの渦状遺構が検出されたが，港の北壁

部がくずれているため保存状態はあまりよくない。次第に第2住居址の北壁部よりC8gにか

けて100～120C帽の深さ10～20cmの浅い港が見られる。この満は黄褐色土層中であり，第2住

居址との先後関係はあたかも住居址で切られた様に見られるがその関係は明掛こ把握されなか

った。

第2地点はA，B，C，5．6．78の地点に五条の薄が南北に見られるが第6住居址，第7住

居址などを切っている。これらの地点は黄色シルト質砂層のため保存状態が悪く，また木曽川

に近く，木曽川の左岸の段丘上より陸水の流入によって出来たものとも考えられる。

土　　　　　壌

第1地点A39，第2地点A55，B5に見られるDl，D2，Daはいずれも近因の野菜貯蔵

址である。第2地点にC3．4に見られる土壌は第8住居址がこわされ直径約300e皿程の不規則

な据込みであり，その上部にはカマドに使用された焼土が混入していた。また須恵器，土師器

片も混入している。表土の上から擾乱が見られているので，住居廃絶の後に何の時代か決めが

たいが何んらかの目的のために掘られたものであろう。

（大江　傘）
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出　　土　　遺　　物

出土遣物は土師器と須恵器を主体とし，その他縄文時代の遣物，弥生時代，鎌倉時代（山茶

碗），江戸明治に亘る陶磁器が出土している。

これ等の遣物申実測に耐えうる遺物及び遺構に関係のあるものを中心として記述する。

縄文式土器

縄文式時代早期の押型文士暑射こ屑するものが4点出土している。

楕　　円　　文（挿図13の1）

（1）押型式楕円文で粒位は長辺約06cm，短辺約0．4cmで，色調は淡黄褐色で器厚約0．7cm

である。

格　子　目　文（挿図13の2）

周図2は縦位に施文されたものである。色調は策褐色で器厚は約0．7cmである。

変形押型文（挿図13の3，4）
注1

同図3は色調は表面が黒褐色で，裏面は淡黄褐色である。器厚は約0．7cmである。

同図4は長日のタイプのもので，器厚は約1．1e輿　色調は淡黄色。

注1　澄田正一，岩野鬼司「川路萩平（C地点）退跡発掘報告番」新城市教育義貞会1965。

弥生式土器（挿図13の5～8）

弥生式に属するものが2点出土している。

（1）ロ端部に斜位の条痕文を施し，それより下部は横位に条痕文を施している。口唇部は比

較的厚みをもち，丸味をおびている。器内部は4～5の列点文を斜位に施し，その下部に横に

三条の列点文が押引手法を用いて施してある。貝田町式の深鉢型土器の小破片と考えられる。

色調は土器表面が淡黄褐色で内部は黒ずんでいる。この土器は貝田町式に比定されるもので

ある。

（2）胴部と考えられる土器片で，羽状条痕文を有し，器厚は約05cmで色調は茶褐色である。

（大江　上）
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土　師　式　土　器　と　須　恵　器

器種 ��ﾙ�ﾘｷ�-���ﾙLYMHﾘb�寸　法j　器　形　の　特　徴　l備　　考 

讐草 須宝器巨慧2 剏綷a14cm 高さ4．1cm �;yYH*ｩ.ｩYH.h.�8*ﾙzx+��8.�.�,ﾈ,X�8ﾏｹ%ｲ�ﾅ8,ﾘｭｹj�/�.�,(�).ｩYH,�%ｨ*�*(､�,�-8/�,��.俘)�H/�tﾈ+x.��).ｩYH,ﾉ(i�8,ﾙ�IYH,ﾉ%ｹl｢�.h.�ｨ.��"�黄褐色，生焼 住第1 

ノ恵器 蓋 ��ﾒ��,ﾃ2�冨警三慧1宕謂三富慧完昌誓芸這■言讐芸芳芸警 　戸緑瑞より下にのびている0 �2分1の破片，灰色，自然 粕 住第1 

の 剏綷a11．1m 高さ祉m ��I5h鯖YH,兩8鏸687ﾘ7�/�鰄+��8ﾏｸ傚dﾙ>�lｨ,���ｪ霹��8､�ｨ､I�i>�lｨｨﾉ�h�2�い低い返りを持つものである。 傲I�ﾉ|xﾔB�

須聖器 ：亜【 ��ﾒ��,ﾃR�ﾂ�口径22cm r �%ｨ*(ﾏｸｮyYH*ｨ､�x+X,�*ｨ.yzx+��8.委ｸ胸YB�黄白色，焼成不充分，胴部 

で内反してその部分に種を持ち，口端郡は F警漂部と胴部の如処に段を持つもの ��

土笠笹 剏綷a12，3cm 佰ｸ傚YH,ﾘ､�ﾘ+X�9%ｹYH,ﾙlｨ竧.�+8.ｨ,H*(.畠%xｨﾉ�h�9��7�,ﾙ|xﾔH,X*�.��"�
胴部とロ綾部の閲に約1cm巾の頚部を明瞭2 

偉さので・拙厚く・胴部鵬目 剌Z第1 
土師器 牽 ��ﾒ��,ﾃx�C��（8）口径16cm 佰ｸ胸YH*ｩ�X*ｸ*ﾘ､�ﾘ+X�8ﾏｹ%ｸ*ｩlｨ竧.�+8.｢�,H*(.��);yYH,ﾈﾜY�Xﾆ�,hﾏｸﾆ�,h*ｨ-�-ｩ:�+b�ｮﾘﾆ�/�麌+x.�,ﾈ,X*�.��8�lｩ;yYH,ﾈ�-�,��ﾟﾉm�mｨ/�邵+x�(8ﾘ傚>�lｨ,倚ﾉm�mｨ/�邵+x�"�は8の方がやや長い。 住第1 

土宝器！9慧9 剏綷a13cm 佰ｸｬ兀H,ﾘ�X*ﾘ�h鬨�8,丶�ﾘ+X�8ﾏｹ%ｸ,ﾘｭｸ*ﾘ�2�?ｨﾆ�H.h.�;yYH,�*�*�,Hﾟﾉm�mｨ/�邵+x�)>��ﾉlｨ,ﾘ8ﾙ|�>�YH,ﾘ��,倚ﾉm�mｨ*ｨ邵+8.ｨ,H*(.���l黒鶴，胎土雲母を含むD l i住第1 

土霊器戸9讐10． 凵v口径14．7cm ��

土師留 埜 ��ﾒ��,ﾃ���口径3耽m 儷ﾉz���j�ｶ���ﾇﾈﾄ��-����阨�ｨｷ�-�晳|｢�

の � 僥8訷,ﾉYIZｨ,ﾈ-ﾘ,ﾉFｩ]�����U��

土師雅 塞 ��ﾒ��,ﾃ�B�b� 





土師器 要 ��ﾒ���,ﾃb��ﾓR�口径18皿1 高さ33．8qn ��

師語 義 ��ﾒ���,ﾃB�口径27．7cm 　‾畠▲ 丼xﾇﾈﾇﾈ��ﾇﾈ･xｮﾈ-ﾈ-ﾈｮﾉ$x�-ｩ��7�,ﾘﾛｹ{�/�ｭﾈ-���
残存岡14．5cm 

師群 盤 ��(ﾆIh�ﾆB�丼x��ﾇﾈ��ﾈﾛx蕀}ｸｮﾉd�ｮﾘﾇ夷ﾈﾖ(�����b�

碗形 土器 ��ﾖﾂ��(,ﾃ"�"�ら冨警；苛 l 亊ｹ.ｨ,ﾉ.ｩYH,Y��Kﾘ+x.亶浦H,X�9?ｨﾆ�H*ｨﾕ��,丶��ﾈ+x.��(ﾔ粟�,�.h,�,H�Ilｨ靄�x/�邊�+x�"�外面黒褐色，内面褐色，底 部木葉痕，焼成良好。 

⊆ミ丑 杯蓋 ���5h鯖YI+浦H,ﾙﾔy[ﾘ,X�8ﾏｹ|餾H,i5h鯖YH,h,ﾂ�黄灰色。 住第8 

境にわずかに稜を有し，ロ綾部はほぼ垂直 

恵器 無蓋 高杯 ��ﾒ��(,ﾃB�口径14．3cm 残存高7cm ��

須恵器 高杯 脚部 ��(ﾆCX+X�9�i4sX萪����8�6(7��8,丶ｨ*ﾙ�餾H,X�9%ｹlｨ,ﾙ�)+ﾈ,�ｨﾟ��%ｨ*�*ﾘ,ﾈ-�,H*(.��)�餾H,hｷ)YH,ﾈｺｸ,�?����灰色，微妙を含む。 

須恵器 脚部 ��(ｺ��ﾉ'����鼠色 

意器 杯身 ��ﾒ��(,ﾃr�口径13．3cm 高さ3．7cm 俘)�H,ﾈ*�.�.�,ﾈ,X�8ｷ浦Hｷ�-�8ﾘ胸YH,ﾘ､�ﾒ�+X,Izx+��8.��9%ｹYH,ﾘｭｹj�/�.�,�,H*(.��"�灰色 

図6 ��底部はへラ切で下る。高台部は短い。 

須恵器 有蓋 杯身 ��ﾒ��(,ﾃ���b�口径12．5cm 高さ5．約1 ��褐色である。 

ずられている。受けが斜上にのび，休部の 上部に沈線がめぐらされ，底部は扁平であ る。 

須恵暑旨 平衡 佗ﾈﾇ��韆>�ﾂ��8ﾘ傚YH*ｨ､�ﾘ+Y?���,ﾉ+��ﾈ*ｨ-�*�.x+8.ｨ,B�*(.��);yYH,ﾘﾊ�,ﾉYIZｨ*ｨｭｹj�/�鰄,�,H*(.��"�茶褐色 

須恵埋 高杯 ��(ｺ僭�-ｲ�亶)YH,Y+驂�*ｨﾊ�.x.ｨ.鑓����ﾉe��

土師器 褒 須恵器 有蓋 杯身 ���8ﾘﾇｩYH*ｩNﾈﾏｨ+X�8､�ﾘ+X�9%ｹYH,ﾘｭｸ*ﾘ*�*ｲ�ﾊ�.x.ｨ�9>�lｨ,��,倚ﾉm�mｨ*ｨ邵+8.ｨ,H*(.��褐色 

匪 ��斥議壱蒜高志諒身である。 1 丶I�hｷ�-��ﾉ�h�"�
（大江　命）



挿図9　出土土器実測図
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挿図10　出土土器実測図
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挿図11出土土器実測周
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挿図12　出土土器実測周
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挿周13　出土土器・石等実測図
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石　　器　　類

砥　　　　　石（挿図14の1～5，図版7）

5点出土している。第1住居址より平たい板状のものの破片2点と，挿図14の1が第6住居

址の西壁上より1点出土している。そのはか1と同じものがB3－7，2A6の地点より出土して

いる0　この3点は2面及び3面が非常によく使用され弧状をなしている。

挿図14：砥石実測図

撃璽‾＿＿＿　＼
亡

0　　　　　　　　5cm

打　製　石　鍍（挿図13の9～14，図版7）

6点出土していて，その内挿図13の9は早期に伴出する鍬形鉄である。有柄鉄は1点出土し

ている以外は有脚鉄である。石質はチャート黒雲母安山岩である。

打　製　石　錐

1点であるが出土している。石質は黒雲母安山岩である。

打　製　石　斧（挿図13の16～21）

挿図に見られるような打製石斧が破片も含めて15点出土している。石熱はホルンヘルスを用

い，短冊型の器形をなすものである。

・ご6－



その他の石器

挿図13の22は打製石斧とは異なり，打製であるが一方が弧状になりその部分に刃部が付けら

れている。

土　　製　　晶

土　　　　　鐘（挿図15）

破片を含めて22個体分出土している。大型のものと，胴の張ったずん胴型のものと，胴の張

らない細長いものの3種が出土している。大型のものは1個で1B12の陶磁半片中より出土し

ている。ずん胴型のものは2C2で16点，出土している。胴の張らない細長の型はA4・A5で

5点出土している。

細形角状脚台

挿図15に見られるような棒状であるが，その上部は欠矢して不明である。細形角状脚台のよ

うなものが，第1住居址で3点，第2イ三三居址で1点，第3住居址で2点出土している。

挿図15　土　製　品　実測図
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江戸後期・明治の出土遣物

出土遺物について

出土遣物は，幕末から明治頃の陶器商の荷くずれ品の陶片と考えられるものが第5住居址の

所に検出された。その中に可児郡小名田村鳩」慶応元年銘人の灰粕徳利が知られる。これ等

の徳利類は主に小名軋　高田（現在多治見市）の物が多く，可児町大平の灰粕徳利は比較的少

ない。磁乳　半磁器猿は江戸後期から明治頃の可児町大平，土岐郡笠原町，土岐市，多治見

市，可児町久々利窯の物と類似している陶片が出土した。川合には美濃各地の陶器の集積地で

あったので，総合的には，土岐，多治見　可児の窯業地の陶磁器塀である。その種目は，灰粕

系徳利，鉢，灯明台及び仏器類，渋紙柚徳利，小皿，鉄柵徳利，灰稚茶壷，摺鉢，小盃，小形

植木鉢，その他が出土した。これ等の遣物中陶磁器を粕薬によって分類すると，御深井粕末期

の，日和，灰粕，渋紙粕，鉄柵，染付，黄瀬戸緑粕垂らし掛け，御深井粕鉄柵掛け分け，白相

鉄字の8種頬に大別することが出来る。その他一点のみ絵志野唐草模様の江戸初期の陶片があ

った。

（イ）白粕（御深井紬系）（挿図16の2．9）

長石質の江戸後期御深井軸である。灯明台及び小皿，油壷小などに施されているものが出土

した。灯明台は口径8cm高さ6cm底径6C皿である。

（口）灰粕（御深井粕系）（挿図16の3．4．6．7．13～22，挿図17の2．3．15～17．25）

江戸中期頃の黄板戸菊皿手小皿に施翻されていた藁瀬戸粕が江戸後期になってからは，棚焼

で焼くようになり，急速に温度が上るので黄瀬戸が灰紬になったものである。徳利，大鉢の量

産をしているので，したがって川合の遣物も徳利大中小や深鉢類が量的に多く出土している。

高さ23cm，底径10叫　口径3cm，容積1．8g（1升）入りの灰軸系徳利の陶片もかなり出土し，

これらの中には，可児町大平の宇和（1802）年間頃の物も湿っている。高さ22cm，底径8e血，

口径3cm，容積0．9g（5合入実測）。高さ10．5cm，底径6．2cm，容積0．6g（約3合実測）。高
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さ19cm，底径6．2cm，容慣0．5g入り（約2合5勺実測）。0．9g，0．6g，0．5g人の灰粕徳利類

は，万延1（1860）年～綬応4（1868）年頃の小名軋高田あたりの徳利である。灰粕の耳付

着（茶壷），尿瓶，片口，丸椀，線番鉢，その他の灰粕は，孝和（1802）～慶応（1868）年頃

の物と推定される。

（ハ）渋　　紙　　粕（挿図17の8．10）

渋紙粕で特に多く出土したのは徳利であり，高田，市ノ倉あたりの物と推定される。高さ23

叫　底径7．5cm位のものが多く，殆ど完器がないので実測は出来ない。推定では，1．8g（1

升），0．9g（約5合），0．6g（約3合），0．5g（約2，5合）入りの物が多く，1．8g以上の特大

徳利は出土していない。その他には油壷，小皿が出土している。

（＝）鉄　　　　　粕（飽和）（挿図16の1．6．8，挿図17の4．7）

川合出土陶器のうちで最も古いのは，江戸前期寛永（1640）年～天和（1681）年頃の1・4g

（約7．5合）人の徳利がある。その他天保（1840）年～1865（慶応）年頃の落合徳利風の大平

徳利と灰粕徳利風の鉄柵徳利が出土して儲軸線香鉢もある。灯明台は，口径6cm，高さ4．5em，

底径45cmが出土した。

（ホ）半磁器及び磁器（挿図16の5．10．11，図版9の5．6．13．17．18）

美濃における染付は，慶長（1610）年頃の久尻元屋敷，窯ケ根窯，大平清太夫窯から初まっ

ている。半磁器では川合で出土したものは，1780（安永）年頃の徳利の陶片が最も古く，半磁器

では（1780）安永から1805（文化）年頃の椀，皿頬が出土している。笠原町，可児町大平，多

治見市方面の物と思われる磁器も碗皿頬が出土し，土岐ll積木，可児町大平，多治見市の文化

（1805年）以後のものから安政年頃の摺絵の久々利窯の製品もあり，高田の半磁器鉄絵の草模

様の皿も出土している。

染付を見ると半磁器の徳利陶片2個見られる。柳絵碗は御深井粕に山呉須で口径11．5cm，高

さ6cm，高台径6．4cmゥ　唐草模様中皿は口径14cm，高さ4．3cm。草模様小皿は口径9．5叫　高さ

2．1cm。松竹梅鴛模様柄は口径3．2CⅢ，高さ2cm，高台径12C血。花唐草碗は御深井袖山呉須で口

径12．2cm，高さ6e皿，高台径83皿。

磁器の花連続模様椀は口径9cm，高さ5．6cm，高台径5cm。松竹模様のものは口径6cm，高
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挿図16　陶　磁　器　夷測恩
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挿図17　陶　器　実　測　園
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さ8e血，高台径3．4cm。

（へ）責瀬戸線軸垂らし♯‖ナ（挿図16の23．24）

口綾部が鮎こそった口径35cm，底径15cmの大深鉢に黄瀬戸粕こ緑紬垂らし掛けの物がある。

黄瀬戸粕の調子から見れば，江戸中期1688（元禄）年頃の物と思われ，可児町大平か多治見市

小名田あたりのものである。

（ト）御深井粕鉄軸掛け分け（挿図17の14）

仏花器で高さ12cm，口径6・5em，底径6cmのもので鉄柵を下から8C噌掛け自称ま上から7．5

C噌下へ掛けているので，中間3・5C皿程が重なり，鼠色になっている。したがって白色，鼠乱

鉄色の3色になっている0この仏花器は，土岐市－F石町や，小名田で江戸時代中後期に盛んに

焼かれているが，川合のものは小名田の作と思われる。（挿図16の14）

（チ）自　粕　鉄　字

灰粕徳利の最末期の慶応元（1865）年頃から徳利に鉄字で屋号を描く事が流行するが，明治

20（1887）年頃から徳利の口造りが変り灰紬から自称こ柚薬も変り，徳利の胴には村の名や屋

号を必ず言己すようになる0多治見市高田が産地であった川合のものは陶片ばかりである。
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考　　　　　察

江戸後期の大平窯古文番によると，1升徳札　5合入徳和　3合入徳利，2合人徳私　大片

口，茶漬茶碗などを大平より河合まで駄馬で送り河合より名古屋の堀川まで舟で送っている事

が記されている。又江戸後期は可児郡徳野村陣屋の笠松役人が，多治見，滝呂，笠原，高田，

市之倉などの窯元を支配していたが製品は，可児郡の川合（現在可児町川合）に集積され，木

瞥日を舟で下って，名古屋堀川のほとりにあった名古屋感の米蔵のあき蔵に納められたが，天

保頃になると多治見の西浦丹治も美濃窯を支配するようになって，川合は東濃窯業製品の集積

地として木曽川を下って直接桑名港へも検出しするようにもなった。川合出土の陶片は当時の

陶器商の廃棄物と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（稲垣雄之助）

挿酎8　徳利底軌轟音「可児郡小名田村靂曖応元年」

一一　二13



結　　　　語

今回の川合遺跡の調査によって，縄文時代より歴史時代に亘る資料を得たのである。これ等

の資料を綜括して考察する。

先ず遺跡の中心となった7～8世紀代の住居址が8基検出されたのである。プランの明確に

されたものを見ると，長方形のプランを示すものが第1・2号住居址であり，カマドの位置は

北壁に沿い見られる。次に方形を示すものは，第4・5号住居址であり，第4号住居址のみ北

壁にカマドの位置が見られる。

他の住居址は，明確なプランを検出することが出来なかった。しかし，方形または長方形の

プランを示すものである。これらの住居址はいずれも黄色シルト砂層を掠込んで構築されてい

る。

次に住居の切合関係は，第3号住居址を第2号住居址が切っている。従って，第3号址が第

2号址に先行するものである。

第4号址と第5号址の関係は，第5号址が第4号址を切り，第4号址が先行するものであ

る。

その他の遺構として，溝状遺構が第1地点，第2地点で見られた。第2地点はその保存状態

もよくなく，木曽川に向って陸水が流れたような状態で形成されたものでなかろうかと思考さ

れる。従って住居址の逮存状態も悪くなっている。次に土壌であるが，第1地点のDl，第2

地点のD2・3は，近世の野菜貯蔵址である。D4は一応大きな土壌であるが，贋乱されてい

て，年代もプランも明瞭ではない。

遣物は，縄文時代早期の押形文土器及び石器寮が少産出土している。この付近（遺跡の東部）

に縄文時代の散布地の中心が知られる。また弥生式中期初頭の土器片が数点出土している。

さて，遣物は本道跡の中心となった土師式土器と須恵器である。須恵器の中には611摘己代の

ものも含まれている。これはこの付近には6LU▲紀代の古墳またはそれ以前の古墳が知られる地

域であるので，6世紀代の遣物が出土するのも当然である。住居址の時期については各住居址

の所で述べたが，資料の多少の差はあるが土師式土器，須恵器，住居址のありかたより7・8

世紀代の時期と推定される。遺物の中でも注意を引くものは，須恵器では，天井部に宝珠状ツ

マミを有し，口緑内面に返りを有する蓋である。これ等は器形上，7†仕紀代に含まれると考え

られるが，8世紀初頭まで生産されたとも考えられ，今後この器形の下限について問題がある

と思われる。土師式土器は，中部山岳地帯の第Ⅱ型式の推移の中で岐阜県の編年の上で注目さ
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れる資料である。また，細形角状脚台に類似する土器は，その用途と分布圏の上で一つの課題

を提起する。その他土錘であるが三形式知られている。

これ以外に小破片であるが，鎌倉期の白菜系の碗が出土している。江戸期より明治にかけて

の陶片であるが，これ等の陶片は第5住居址の一部に埋められたもので，江戸後期より明治に

かけて川合に陶器問屋があり，ここより本曽川を利用して各地に送られたことが文献によって
注5

知られる。その時期の荷くずれ品の捨場と推察される。これ等の遣物は当時の生産地と窯業の

研究の上で好資料である。

上記のような員重な資料■11，特に古代史の研究の分野の考古資料が少ない岐阜県においては

注目すべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大江　傘）

注1岐阜直の朝倉古窯址群中に天井部に宝珠状ツマミを有しロ縁部に返しのある蓋が出土している。

又老洞古窯址群等の研究調査によって時期がかなり明確にされよう。

注2　玉口時雄筆「古墳文化特説」土師器

注3　近藤義郎「製塩」日本の考古学Ⅴ　河出揖房（旧41）。愛知県知多郡美浜町教育要員会（1972）奥

田製塩遺跡（参照）

注4　白盃系の碗は破片であって実刑に耐えがたい小破片である。

注5　岐阜県史（岐阜県）

一二15－



版図



図　版1

第1地点Cllの層序（第4住居址）



図上版　2

第1号住居址全景

第2，第3号

住居址全景



図　版　3

千二誓
第4，5号住居址全景

第6号住居址全景

第7号住居祉全景



匡l版　4

第4号住居址カマド附近の聾の出土状態

弓子．㌧千千苧
巨ゴ頂意誓‾＿∴一室

第8号住居址の聾の出土状態

第5住居址の陶磁器片の出土状態

第6住居址砥石の出土状態



図　版　5

10の1 11の6

出土土器（土師式土器） 番号は挿図番号と同じ

10の3



図　版　6

10の7

10の4

出土土器（土師式土碁） 番号は挿図番号と同じ

11の2



図版　7
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図日版　8

縄文式、弥生式土器片



図版　9
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図版10
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陶磁器片
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